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台湾のテクトニクスと活断層

北⻄に移動する
フィリピン海プレート
(PSP)

琉球海溝：
PSPがEUPに沈み込む

マニラ海溝：
EUPがPSPに
沈み込む

マニラ海溝：
EUPがPSPに
沈み込む

琉球海溝：
PSPがEUPに沈み込む

台湾は琉球海溝とマニラ海溝の会合部にある特異な島
今回の地震：中央⼭脈と海岸⼭脈に挟まれた領域（花東縦⾕、台東縦⾕）

(Taiwan Geoparks Network)



台湾東部のテクトニクス Lai et al. (2022) Comm. earth env.

海岸⼭脈の隆起は（地質
学的に）極めて最近（50-
80万年前）開始

地質と微化⽯分析（古地磁気）

CRF：中央構造断層
⾼⾓⻄傾斜、⻄側隆起＋左横ずれ
Yuli Belt（付加体⾼圧変成岩）と
PSPの境界断層

北部は現在は沈降に移⾏
南部は隆起継続

LVF: 縦⾕断層
東傾斜、東側隆起＋左横ずれ
海岸⼭脈を持ち上げる前弧地殻
内に発⽣した断層

600万年〜50万年前

50万年前〜現在

台湾東部の拡⼤図



台湾の活断層分布
（TEMプロジェクト）

Bruce Shyu et al. 2020

スリップレート

LVF（縦⾕断層）:
逆断層＋横ずれ、11.35 mm/年

CRF（中央構造断層）:
逆断層、7.28 mm/年

Chelungpu：6.94 mm/年
（1999年集集地震）

Milun：10.15 mm/年
（2018年台湾花蓮地震）



2022/09/17 (Mw6.6), 2022/09/18(Mw6.9)の発震機構解
どちらも北北東ー南南⻄⾛向、⾼⾓⻄傾斜の断層⾯、左横ずれ →CRF

Geoscope, IPGP



余震分布

NCREE report 3rd ed
Chou et al. 2022

本震震源、余震分布は
⾼⾓⻄傾斜：
CRF（中央構造断層）に対応

（⻩9/17→橙9/19）



地殻変動（国⼟地理院、ALOS-2）

拡⼤図

https://www.gsi.go.jp/cais/topic20220918_taiwan.html

LVFとCRFに沿った地殻変動
断層の⻄側のほうが⼤きな変動
変動域では最⼤１ｍ程度の視線⽅向移動



TEM（台湾地震モデル：Bruce Shyu
et al. （2020））の断層位置
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Sentinel-2（SAR）のマッチング
（南北⽅向の変動抽出）

変位境界位置
北部ではCRFとLVFの中間
南部ではLVFの位置に近い

Valkaniotis(2022)



縦⾕断層のクリープ変形＠⽟⾥

地質地景-⽟⾥池上 https://www.youtube.com/watch?v=Z6HnaWIUwBM

縦⾕断層ではクリープ変動が知られていた。
⽟富⾃⾏⾞道（⾃転⾞道）は上下変動が⾒られる場所として有名であった。

N23.3211, E121.3304付近



今回の地震では左横ずれが発⽣

撮影：吾妻崇（産総研）

撮影：吾妻崇（産総研）

2022.11.3



⻄側隆起＋左横ずれの地震断層＠⽟⾥

撮影：吾妻崇（産総研）
2022.11.3



スイカ畑に現れた地震断層（左横ずれ＋⻄側隆起）＠⽟⾥の南⽅

2022.11.32022.11.3
撮影：吾妻崇（産総研）撮影：吾妻崇（産総研）

N23.28804, E121.30355付近



まとめ（地震活動・震源断層）
• 2022年9⽉の台湾東部の地震は⾼⾓⻄傾斜の断層で発⽣。

• 中央構造断層に対応
• 海岸⼭脈形成に関わる断層（縦⾕断層）の活動ではない

•震源メカニズムと整合的な地震断層（左横ずれ＋⻄側隆起）が
出現（ずれ量は１ｍ程度）。
• スリップレート（7.28mm/年）→およそ150年に１回の地震

•地表断層の出現位置は、従来知られていた断層線（中央構造断
層、縦⾕断層）と完全に⼀致していたわけではない。
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